
宇宙に関する包括的日米対話第３回会合の結果概要 

 

本年９月１１日（金）、宇宙に関する包括的日米対話第３回会合が東京で開催され、

日本側から中山泰秀外務副大臣や内閣府を始めとする各省庁の関係者が、米国側から

キャロライン・ケネディ駐日米国大使や大統領府を始めとする各省庁の関係者がそれ

ぞれ出席した。 

冒頭、ケネディ大使より、 

・ 日米両国は５０年以上にわたって宇宙における揺るぎないパートナーであり、そ

の協力は、新たな課題に立ち向かうために全く新しい分野にも拡大していること 

・ 地球観測、有人探査、宇宙状況把握（ＳＳＡ）及び海洋状況把握（ＭＤＡ）等の

様々な分野において日米が共同で取組みを行っていること 

・ 本日の対話により、これらの分野で進展が見られることに期待する 

との挨拶があった。 

 

今回の対話では、安全保障及び民生分野の両面における幅広いテーマについて、包

括的に宇宙協力に関する意見交換を行い、その成果として共同声明が発出された。共

同声明のポイントは以下のとおり。 

・ 本会合は世界で最も進んだ宇宙利用国である日米両国が現在及び未来の世代のた

めに宇宙空間の持続的かつ安定的な利用を確保するために国際社会と緊密に連携

して貢献していく強固な意志を示すものであること 

・ 宇宙空間の安全保障に関する協力について議論し，重要な宇宙システムの抗たん

性に資する強靱な宇宙産業，科学技術の発展を維持するための強化された協力を

確認すること 

・ 双方向の宇宙状況監視（ＳＳＡ）情報の共有が着実に進展していることを歓迎 

・ 海洋状況把握（ＭＤＡ）のための宇宙の利用に関して協力の機会を追求すること

を確認 

・ 米国ＧＰＳ及び日本の準天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）の連携、並びに地球観測

及び宇宙科学に関する更なる協力について確認 

・ 国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）の戦略的・外交的重要性，並びに地上における

科学的・社会経済的利益のため，そして未来の宇宙探査活動への一里塚としての

ＩＳＳの継続的で協力的な運用の重要性を認識 

・ 第２回国際宇宙探査フォーラム（ＩＳＥＦ）の準備が進捗していることを確認 

・ 「宇宙活動に関する国際行動規範」（ＩＣＯＣ）交渉に関連する事項について次

のステップを模索することの重要性に合意 

・ 第４回会合を２０１６年にワシントンＤＣにおいて開催 

（以上） 
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